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2013 年度は NPO 法人格を取得して

10 周年に当たり、お祝いの会を催し

ました。記念式典、祝賀会と「こころ

の電話 金沢」としては初めての大き

なイベントとなりました。記念誌の発

行もできました。電話訪問、電話相

談、居宅訪問の 3 事業をはじめ、相

談員研修、広報、普及啓発、事業支

援などの事業を網羅した、19 年の集

大成が綴られました。 

今、日本は欧米諸国に比べて、例を

見ないほど急速な高齢社会になって

います。人口減少も相俟って、2020

年には 4 人に一人が 60 歳以上といわ

れています。当会が掲げるこころの

ふれあう暖かいコミュニティサポー

ト活動が求められます。また、災害に

よる社会的なダメージや、いじめ、

就活など様々なこころの葛藤で自殺

問題として、大きくとりあげられて

います。自殺者の年間件数が 25 年間

3 万人台を推移しています。地域社会

はこのような人々の心を支える仕組

みを真剣に考えていかなければなり

ません。こころに悩みを持つ人々の

気持ちに寄り添って温かいコミュニ

ケーションをとっている当会の活動

こころの電話 金沢  

ＮＰＯ法人格取得 10 周年記念特集号 

 

もその一翼を担っていると自負す

るところです。 

2013 年度は 9 期の相談員の養成を

しました。厳しい研修を経て、13

名が認定され、実践活動に入りま

す。この機に、相談員全員が相談

者の気持ちに寄り添って傾聴する

当会の趣旨をあらためて、こころ

に刻み、一層信頼される活動をめ

ざします。 

2014 年度の大きな課題は認定

NPO 法人格の取得です。当会の社

会的意義をアピールし、事業支援

の輪を広げていきます。当会への

支援が寄付者への税制優遇につな

がり、あわせて「こころの電話 金

沢」の財政基盤の充実にもつなげて

いけることを目的としています。

個人 企業の方々へご協力をお願

いしていきます。活動の時間延長

や電話訪問の地方への拡大など検

討していきます。会員の創意工夫、

アイディアの提供を期待している

ところです。 

 

こころの電話 金沢 理事長                            

渡辺芙美江 

ＮＰＯ法人「こころの電話 金沢」（１０周年記念誌） 

「こころの電話 金沢」は、1999 年 11 月に発足し、2013 年 11 月に 

設立 15 年、2014 年 1 月にはＮＰＯ法人を取得して 10 年になりました。 

10 年史を纏めるにあたって、皆様に｢こころの電話 金沢｣の日頃の活動 

○1 回制、匿名性で相談者の気持ちに添い、じっくり話を聴く電話相談。 

○利用者として登録された方に、週 1 回電話をかけ安否の確認をし、 

 心の通った話し相手を務める電話訪問。 

○自宅または施設に訪問してのお話し相手をする居宅訪問。 

をご理解していただけるように心がけました。力を注いだ年表には、 

多くの資料を掘り起こし、随所に写真を掲載し、わかりやすい説明文 

など会員の丹精がこめられております。10 周年記念誌をお手にとって、 

NPO 法人設立までの歩みを辿っていただけましたら幸いです。 

 

 

こころの電話相談 

045-785-8740 

≪受付時間≫ 

月～土曜日 

10:00～16:30 

（水曜日を除く） 
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◇◆NPO 設立 10 周年をふりかえって◆◇ 

 この 10 年は、挑戦と学びの期間だったように思います。立ち上げから 5 年目に法人格を取得したことで、社

会的な責任と運営資金の自立が課せられました。行政の助成金を頼りに活動していた私たちにとって、資金

確保は大きな課題でした。そして、2004 年いよいよ区の助成が無くなる危機感！そこで区担当課の助言を頂

き、力試しと挑んだ横浜市協働提案モデル事業として居宅訪問事業を提案。慣れないプレゼンを重ねての 3

年間で、何とか新規事業を軌道に乗せることができました。 

2008年に、各々だった相談と訪問活動が一体となったコミュニティサポート事業として独法福祉医療機構の許

可を得たことは、活動の連携を深める一年になりました。この市や国の助成金確保への大きな挑戦は、資金

面だけではなく、事務作業や組織を洗練し、明確な事業推進にも役立ったと思っています。    

また、この間欠かせないのは、賛助会員のご協力と各所のバザー出店、公開講演会開催にと、会員の大き

な力の集結で活動を支えたことです。 

日々の質素倹約術も様々な工夫を加えて、コツコツと現在も継続中です。 

資金と共に懸案だった事務所も 2012 年に現在の地に移転しました。 

 振り返った 10 年は？と言えば、資金の厳しさばかりでしたが、人材は豊かな会員 90 名が一丸となって、今

後のさらなる躍進に向け、努力を重ねてまいります。    髙橋 

 

 

20014 年 2 月 9 日、 

前日のかなりの雪が残る、足元の悪い中、19 名もの来賓の方々をお迎えして開催されました。 

御祝辞をいただき、私ども会員にとって、これまでの活動の励みとなり、また、これからの活動も 

身を引き締めて取り組んでいかなければと思いました。 

   
10 周年をお祝いしてのプログラム内容は、女性コーラス、フラダンス、ウクレレ演奏等々と 

和やかな雰囲気の中、華やかな楽しい催し物になりました。 

   

       

10 周年記念式典・祝賀会 
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町永 俊雄氏、 １０周年記念講演会で語る 

「人とひと 心とこころ つながる安心 支え合う大切さ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

母は、「よい年を」「皆の幸せ」を願うことが、
初詣でなんだよと。 
 

 温かでソフトな声が会場に広がる。 

町永氏の子どもの頃は、物の豊かな時代でなかっ

た。初詣で「欲しい物」を願ったものだったそう

だ。 

 

さて、 

「〇を３つ」「□を１個」を書いて下さい 

と始まり、「何だろう」一瞬会場がざわつく。 

わたしはイメージをメモ紙に書いた。スクリーン

に様々な組み合わせが映された。設問の解答は、

それぞれが異なったイメージで組み合わせてあ

っても良いとのこと。どれもが正解だった。これ

は、どれもが正しいことを、実感させるためだっ

たのだ、と思った。 

 日本は、皆一緒の価値観があり、その中で、「違

っていること」は、難しい。「違っていていいん
だ」と言う社会に考え直さないといけない。 

 

・・・・・ 

 

 この１３年間、年間に３万人が自殺している。

自死は、個人の問題とされる日本。しかし、社会

構成ゆえに、死を選ばざるを得なかったことも、

大であると。 

 

＊＊ 

 ライフリング 清水やすゆき氏は、語る。 

「死にたいを防ぐのではなく、生きたいを支え

る」事は、ベンチに並んで座り、共に同じ目線
で眺める、共に歩む、ベンチ式の関係で、生き

やすい社会を確かなものに。 

＊＊ 

 共に生きる、居場所をつくる、共生社会をと、

医療の面から、かわしま みどりさんは語る。 

 今は、打ち捨てている「五感の力」、いのちを

感じる力をと。 

看護とは、痛むところに、手を当てる。さする。 
＊＊ 

 

 五感の力は、こころを繋ぐと。 

みる 見る 視る 診る 看る → 見守る 

きく 聞く 訊く 聴く    → 気づく 

かたる 語る 伝える 話す → 共有する力 

孤立し、無関心になるのでなく、排除するでも

なく、想像し、関心をもち、共感を取りもどし
ていけば、共生社会を築き、生きていける。 

 

・・・・・ 

 

社会の側は 

 日本の現実は、超高齢化社会を迎えている。 

 平成１９年、２００７年に、６５歳以上は、

２１％となった。２０２０年には、８７％にな

るであろう。 

日本の高齢化社会とは、世代間社会。 

 若い世代に、未来はないと言わせるのは、年

寄のせいなのだ。 

長寿なことは、幸せということを高齢者、自

ら捨てていないのか。長生きすることは、イケ
ないことか。そうではない。良いことなのだ。 
 ここで、町永氏が、例えで、沖縄の話しをさ

れたのは、少し、驚き、又、沖縄のことをご存

知なことが嬉しかった。 

 沖縄の人生儀礼に、カジマヤーとよばれる数

え年９７歳の長寿の祝いがある。カジマヤーは、

風車のことで、どうぞ童心にかえって、遊んで

ください！ということで、盛大に祝う。沖縄の

言葉の、「イチャリバチョーデー」ご縁があった

ら、皆兄妹という意味である。 

 「誰か、やってよ」ではなく。自分だったら、

何ができるか？助け合う、地域社会をつくるの

に、一歩を踏み出だそう。と話された。 

 何気ない、暮らしを一人一人の life line を

どう作り上げるか。早く、強くではなく、ゆっ

たりとマイペースで、弱音をはける、身の丈の

あった、暮らしが出来るように、如何すればよ

い？ 

 最後に、町永氏は、一人の百歩より、百人の

一歩で、締めくくられた。 

  

 町永氏は医療、介護の面、社会の面、そして

日本の現実と、多角的に視点をかえて、話され

たことに、目からうろこが、落ちました。 

 

玉那覇 
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「こころの電話 金沢」は、賛助会員の皆様

に支えられて、電話相談・電話訪問・居宅

訪問の 3 つの活動「こころのふれあいコミュ

ニティサポート事業」を行なっています。今

後ともご支援を宜しくお願い致します。 

【個人：60】 

相川眞久  相澤淳子  浅井恵美子 

飯岡金吾  飯島豊治  板倉美枝子 

ヴィヒャルト千佳こ 江口喜久子 榎根本正 

榎根本知子  大内豊  大胡志津子 

大泊葉子  小川充子  小幡正雄 

鹿野融雅  川島展子  木川善子 

北見浩子  木下照子  桐木勝子 

沓沢和子  粂川和枝  栗原 捷子 

小林逸代  小林芙美子  小林美代子 

榮辰平  榊山俊  佐藤勝  鹿間陽子 

篠原千恵子  庄野嘉子  末光裕子 

鈴木和代  瀬尾千代子  仙田勇三 

高橋啓子  高橋伸昌  田村正子 

土屋美代子  角田紀美子  角田洋子 

外山弘子  豊田和子  中村龍乃 

藤井衛  堀百合子  真島福彦 

松井美佐江  松尾和則   松本雅子 

宮坂るみ  本道康夫  森山晶子 

矢内早苗  山本典子  吉味徳子 

龍宝高峰  渡辺孝一郎 

【団体：８】 

青空ケアセンター   

小林整形外科 小林忠明   

田中経営研究所 田中肇 

能見台地域ｹｱﾌﾟﾗｻﾞ 六浦地域ｹｱﾌﾟﾗｻﾞ   

柳町地域ｹｱﾌﾟﾗｻﾞ 

谷津坂西部町内会長 青木伸一 

谷津坂南部自治会長 藤又康 

（50 音順・敬称略）2014 年 3 月末現在 

今後ともご支援宜しくお願い申し上げます。 

***** 

 

 

賛助会員にご登録していただくと、こころの

電話 金沢主催の公開講演会等に優先的

にご参加いただけます。賛助会員としてご

支援くださいますよう是非ともお願い申し上

げます。 

賛助会員申込先 

ＮＰＯ法人「こころの電話 金沢」 

郵便振替 

講座番号【 ００２６００－５５８５１ 】 

年会費 団体会員 1 口 5000 円 

個人会員 1 口 1000 円 

 

 

 

年明けから始まった9 期生相談員養成

講座を受講し、3 月に認定を受けた13 名

の皆さんが、4 月から個人スーパービジョン

を経て電話相談活動に参加しています。

電話訪問・居宅訪問活動への参加希望者

も多く、今後の活躍が期待されます。内部

での研修を重ね実践での経験を積んで、

会を支える大きな存在になって下さることを

願っています。 

9 期生養成講座実行委員長 

 

 

いつも！ 

あなたのそばに！私たちがいます！ 

おしゃべりは楽しい！ 

お話を聞くことが大好きなスタッフ

が 

あなたの思い出話を！ 

日々の楽しい工夫を！ 

不安や悩みを！ 

認知症の予防に！ 

お邪魔させてください！ 

お宅まで伺います。 

初回はお試し契約で。 

２時間おしゃべりワンコイン。 

 

居宅訪問 原則月１回２時間５００円 

電話訪問 毎週水曜日こちらから 

     お電話いたします 

どうぞご利用ください♪ 

お申込み・お問合せ 045-785-8747 

♥  

ǍǪǯǍǞǋ ǵ ǮǶǉ

ȑȅǠǓƲ ǵ Ǔ ǲ Ǐ

ǭ ȋǒǱ ◓ǮƲ Ȓ˲ǵⱲș

ǱǛȅǢǭǖȓǭǋȅǠǴƳ 

2014 年度 賛助会員の方々 

こころの電話 金沢 

訪問登録のお誘い 

賛助会員募集のご案内 

NPO 法人 

こころの電話 金沢 

 

〒236-0028 

神奈川県横浜市金沢区洲崎町 2-6 

あいわパークサイドビル 

TEL: 045-785-8740 

FAX: 045-785-8749 

  E-MAIL: 

kokorokanazawa55@nifty.com 

 

4 月から9 期生の皆さんが 

活動に参加しています！ 

 

 

総会は、来賓を6 名、会員42名

の出席で開催されました。議案

は、滞りなく承認されました。今

年度は認定 NPO 法人を目指し

て当会の社 会的意 義をアピー

ルし、財政基盤の充実を課題と

します。1999 年を「こころの電話 

金沢」の初年度とし、今後は、創

立 20 周年に向けて準備態勢を

整えていきます。新しく9期生 13

名が会員になりました。 

 

 

 

出前研修講座とは、ボランティア活動中

のグループ、地域ケアプラザ主催の講座

及び職員研修など、聴くことを必要と

し、大切にしている方々のところに出向

き、ニーズに合わせて傾聴のお話をして

いく活動です。主にコミュニケーション

の大切さ、話を聴くときの基本姿勢、ブ

ロッキングについて、傾聴の効果、傾聴

訓練（ロールプレイ）などを行っていま

す。平成 18 年 11 月に私達が活動や研修

を通して学んだことを伝えて行こうと

言う趣旨で始まり、今までに３０ヶ所１

００近いセッションを行いました。 

   出前講座やっていま

す！ 
 

第 15 回通常総会 

（2014 年 5 月 25 日） 

  

2014 年度 活動計画  

●こころのふれあい 

コミュニティサポート事業● 

電話相談、電話訪問、居宅訪問 

●普及啓発事業● 

会報の発行、バザー出店、イオン

ｸﾞﾙｰﾌﾟイエローレシートｷｬﾝﾍﾟｰﾝ

参加、ハッピーチャレンジ教室、

賛助会員募集、講師派遣 

●その他事業● 

相談員ｽｷﾙｱｯﾌﾟ研修、会員の親睦 

 


